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直接事業費計

年 度 実 績 値 個別計画 、 指針等に よ る目標値

前年度決算額 決 算 額円 円

町民

一般会計

　前年度決算に基づく介護保険給付費繰入金及び介護保険事務費繰入金の超過額を適正に精
算します。

一般会計繰出金事業
　介護保険給付費繰入金及び介護保険事務費繰入金の超過額について、一般会計に繰り出しました。

繰出額

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

個別計画による目標値はあり
ません。

円

円

円

円

円

円

円

円

6,014,416.00

10,202,862.00

23,245,996.00

12,710,408.00

23,245,996 12,710,408

ⅠⅠ．．事事務務のの目目的的体体系系
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一般会計繰出金事業 08 06 02 01 01 -

１　だれもが元気に暮らせるまち　【健康・医療・福祉】

04　高齢者がいきいきと暮らせる

③　介護を受けながら安心して暮らせる体制の充実
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下水道事業会計

消費税及び地方消費税額を含む税込表示（貸借対照表を除く。）としていますので、決

算書の税抜表示部分と数値が異なります。

１１ 概概 要要

令和４年度における下水道事業収益の決算額は７６４，７９５千円、下水道事業費

用の決算額は７５８，６８９千円となった。

資本的収入の決算額は２２９，２７３千円、資本的支出の決算額は４１４，６１８

千円となった。

⑴ 収益的収支決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和４年度 令和３年度 増減額 伸率

下水道事業収益 △ △

下水道事業費用 △ △

差引額

⑵ 資本的収支決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和４年度 令和３年度 増減額 伸率

資本的収入

資本的支出

差引額 △ △

⑶ 下水道事業の状況

区 分 令和４年度 令和３年度 増減

使 用 可 能 人 口 （ 人 ）

使用している人の割合（％）

一人当たり月平均使用水量（㎥） △
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２２ 収収益益的的収収支支

令和４年度の下水道事業収益の決算額は７６４，７９５千円となった。

その内容は、下水道使用料が３７７，２６８千円で全体の４９．３％を占め、他会計

負担金が１３０，１９６千円（１７．０％）、長期前受金戻入が２０９，４２１千円

（２７．４％）、雑収益が１，２６７千円（０．２％）、その他特別利益が４６，６

４３千円（６．１％）となっている。

下水道事業費用の決算額は７５８，６８９千円となった。

その内容は、減価償却費が３９３，２８７千円で全体の５１．８％を占め、流域下

水道維持管理費負担金が１５１，９２４千円（２０．０％）、総係費が８９，６１５

千円（１１．８％）、支払利息及び企業債取扱諸費が６０，９３８千円（８．０％）、

管渠費が４２，８２５千円（５．６％）となっている。

⑴ 下水道事業収益決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和４年度 令和３年度 増減額 伸率

１ 営業収益 △ △

下水道使用料 △ △

２ 営業外収益 △ △

他会計負担金 △ △

長期前受金戻入

雑収益 △ △

３ 特別利益 皆増

その他特別利益 皆増

合 計 △ △

⑵ 下水道事業費用決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和４年度 令和３年度 増減額 伸率

１ 営業費用 △ △

管渠費 △ △

ポンプ場費 △ △

総係費 △ △

流域下水道維持管理費

負担金
△ △

減価償却費
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２ 営業外費用 △ △

支払利息及び企業債取

扱諸費
△ △

消費税及び地方消費税

雑支出 △ △

合 計 △ △

３３ 資資本本的的収収支支

令和４年度の資本的収入の決算額は２２９，２７３千円となった。

その内容は、他会計出資金が１６４，１５０千円で全体の７１．６％を占め、企業

債が４５，０００千円（１９．６％）、国庫補助金が２０，０００千円（８．７％）、

負担金等が１２３千円（０．１％）となっている。

資本的支出の決算額は４１４，６１８千円となった。

その内容は、建設改良企業債元金償還金が３４２，３３８千円で全体の８２．６％

を占め、管渠建設改良費が５９，４３４千円（１４．３％）、流域下水道建設費負担

金が１２，８４６千円（３．１％）となっている。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１８５，３４５千円は、消費税及

び地方消費税資本的収支調整額６，５７１千円、損益勘定留保資金１７８，７７４千

円で補填した。

⑴ 資本的収入決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和４年度 令和３年度 増減額 伸率

１ 企業債

企業債

２ 他会計出資金 △ △

他会計出資金 △ △

３ 国庫補助金 皆増

国庫補助金 皆増

４ 負担金等 △ △

分担金及び負担金 △ △

合 計
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⑵ 資本的支出決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和４年度 令和３年度 増減額 伸率

１ 建設改良費

管渠建設改良費

流域下水道建設費負

担金

２ 企業債償還金 △ △

建設改良企業債元金

償還金
△ △

合 計

４４ 事事業業内内容容

⑴ 町道諸輪・春木線において舗装復旧工事に伴いマンホールの蓋１７か所の撤去・

復旧を行いました。

⑵ 主要地方道瀬戸大府東海線外２路線において老朽化したマンホールの蓋４４か所

の取り替えを行いました。

⑶ ストックマネジメント計画に基づき部田山汚水中継ポンプ場の流出ゲート２門の

更新、和合ケ丘地区でマンホール１１３基・本管３，４１５．６ｍの点検調査を行

いました。

⑷ 部田山汚水中継ポンプ場の耐震性能不足となる部材の補強を行いました。

⑸ 部田山汚水中継ポンプ場等の維持管理、公共下水道維持修繕工事及び下水道台帳

システムの保守を始めとした下水道施設維持管理事業を行いました。
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